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む14種の組成元素を統一的に，精度よく (4 ~ 5%)定量しうる方法を確立した。また高純度の中間製
:品や製品については，本統一法の適用は困難であるので，別に高感度の方法をうるために研究を行な
った結果， マグネシウムについては試料を塩酸溶液とし直流アーク法により最小 0.0005 %までの13
種の元素を約12%の分析精度で定量しうる方法を確立し，またタンタル化合物については，試料形態





















金酸カリウムを 1%ず、つ添加)の 10倍量で希釈し，これを炭素極に充填して直流アークで励起 (10A， 6











的に 4'"'-'5%の精度で定量できる。(第 6 章)
しかし高度の精度を要求される原料や最終製品については本法をそのまま適用できない。したがっ
て別に高感度の分析方法を研究し，その結果マグネシウムはこれを塩酸溶液とし直流アーク法により
最小含有量 0.0005% までの 13 種の不純元素を約12%の精度で， またタンタル化合物で、は酸化物
とした試料を断続アーク法で最小 O. 0003 %までの11種の元素を約 7%の精度で，最終製品のタン
タルインゴツトは酸化物として直流アーク法で最小 0.00003% までの 14 種の元素を約 10% の
精度で定量しうる方法を確立した。(第 7 章)
なおタンタルのような多線性のスベクトルを有する元素の分析には不適とされる中型水晶分光器を
使用して分散能の大きい分光器に近い数値を得ていることは特筆に値する。
本論文は従来の定量分光分析法が有効に適用できないような種々雑多な試料を，統一的にかっ迅速
に定量できる，工業的応用範囲のきわめて広い，新しい定量分光分析法を確立したものである。さら
に本分析法を，タンタル製錬工業に拡張適用して成果を収め，適用の困難な高純度原料および製品に
たし、しては，別に高い感度をもった分光分析法を確立している。これらの分析法はすべて工業的実用
に供され，製造方式の確立と工程管理に寄与している。
以上その成果は分光分析化学の進歩と工業技術の開発に貢献するところ大きい。したがって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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